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問題 1

問 1

() 与 式 = 8 + 3

凸 ↓=☆☆ 3=
= 2√3

( 2 ) 5 式 = 33- 2 √3
=凸

" →*

、
= - 2 a

3 b
～

問 2

与 式 = a ( x
2
- 9 )

= a ( x + 3 ) ( x - 3 )
～



問 3
.

x t y = 13 一 ①{ 3 x - 2 y = 9 ー②

① × 2 + ② より
x = 7 を ① に 代入 して

2 xt 2 y = 26
YtY = 13

3x - 2 y=
5 x = 35

y = 6
～

x = 17
～

問 4

2x
- 5 xt 1 は 因数分解 できないので 解 の

公式 より

x= -
( - 5 ) ±√ -5)-
=

参考 )(
ax tbxtC =0 ( a キ o) の 解 の公式は



問 5
.

7x = xt 3

7 x - x = 3

6 x

=
0
} ? 両辺 を 6 で 割 る
～

よて 答 えはƩ
= 土

問 6

4 a … 大人 4 人 の 入園料
5 b … 子供 5 人 の 入園料

よってて

4 a + 5 b ≡ 17000

は 大人 4 人 と 子供 5 人 の 入園料 の 合計 は 70o

以下 である
～

～

参考
4 a + 5 b 17000

ー

であれば 大人 4 人 と 子供 5 人 の λ 園料 の 合計 は
7000 円 未満 である

～

m



問 7

BT に 対 して

∠ BAC は 円周角

. ∠ BOC は 中心角
なので …

っ
LBAC = I LBOC

= 上 × 124

=
LBOC の 外 側 は

3600 -124 = 236～

四角形 の 内角 の 和 は 360
”

なので

620 + 340 t 2360 t x = 360
~

∴ x = 360 - ( 62 t 34 + 236 )

28～

問 8

LABC は 30
- 600 - 90

~

の 直角

す\ 角形 なので

BC : AB : AC = 1 : 2 :3

1 ⑪ e=β o 「 β= 3 cm

し 。
ノ



ABC を A C を 回転 の 軸 として1 回転させた

ときの 立 体 は 円 ずとなる
A:l よって 体積 は

……
NBXBX π× 34 5 = 3π

BB

頂点 C を AC を 回転 の 軸 として 1回転させた

ときの 立体 は 半球 となる

よって 体積 は

.… 34 T π t 13 * 上 =③π cm
～

よって 求 める 体積 は

3 π - ③π =5
問 9
ア : x = - 3 のとき y =

- 3 × ( - 3 ) + 5 = 14

なので 誤 り

イ x =1 の ε き y = - 3 × 1 ± 5 = 22倍 α ε
き = - 3 × 2 + 5 = - 4 2

- 2 倍
x = 2

よって 誤 り

ら : x = 1 のとき y = - 3 × 1 + 5 = 2

x = 2 のとき y = - 3 × 2 t 5 = -

1

よって 。 Y の変域 は - 1 ≡ Y ≡2
正
～



I : x = 1 のとき y = - 3 × 1 t 5 = 2

x = 3 のとき Y = -

3

× 3 t 5 - - 4

よって Y の 増 加量 は 一 4 - 2 匹 誤 り

以 上 より 答 えは之

問冊が 整数となるのはπb が平方数 に

なるときである 。

a : 1 ～ 6
.

b : 1 ～ 6

なので

atb の 最小 値 : 1 け = 2

a t b の 最大値 : 6 t 6 = 12

よって 2 ～ 12 で 平方数 となる α は

atb = 4
.

atb = 9

である
s A t b = 4 のとき

( a
,
b ) = ( 1 , 3

)
( 2 ,

2 )
,

( 3
,

1 ) の 3 通 り
～

" a tb = 9 のとき

( a
,
b ) = ( 3 , 6 ) ,

( 4
.
5 )

,
( 5

.

4 )
,
( 6 .

3 ) の 4通 り
～

2 つのさころを 同 時 に 投 げたときの 出 る 目 の

場合 の 数 は 6 × 6 = 36 通 り
～

よって 求 める確率 は

万0

= -

3 t 4 7

烈



問 い
t

a A
.
B を 結 ぶ

。 B
へ "

い

。 直線 AB の 垂直 = 等分線 を
"

A
作国 する

e ⑩ ⇒ 垂直二等分線上 では A
.
B

0

メ それぞれからの 長 さは 等 しく

な
⇒ l との 交点 θ が 円 の 中心

* O と A ( 7 は B ) を 半径 とする 円 を 作国 する

参考
⑩

/ AB の 垂直 = 等分線上 の 点点
\ ⑦

い 11 , は A ,

B からの 長 さが 等しいい
肙

い
7 い

B

A ☆

0

問 12

A い〉 E (1 ) ( 2 )
ー

ノ 600
60

? O ABD と OACE で

ィ
錯角

仮定 より

0 〉 AD = AE 一 ①
0

D

DABC は 正三角形
(600

B 0 〉

C だから

AB = AC ー②

LBAD =∠ ACD = 60-③



また 。 平行線 の 錯角 は 等 しいから
～～

4 )

LCAE = LACB = 60 ー④

③
.
④ から

∠ BAD = ∠ CA E - ⑤
①

.
②

. ⑤ から 2組 の 辺 とその 間 の 角んがそれぞれ
等 しいので
ABD ≡ LACE(証明終 わり )

( 3 )

ア : OABC が 正 三 角形 だから 等 しい

イ⑩ OABD ≡ OACE より 対応 する 辺 が 等し
したがって OABD ≡ LACE を 証明 したことで

新 たに 分 かる

ウ ? OAB C が 正 三 角 形 だから 等 しい

ェ : 仮定 や LABD ≡ LACE から 導 けない
よて 答 えは父

問題 2

( 1 ) 表 I より
a =
8

( 合計 で 35



4 6 7 5 6 4 4 6 7 6 6 4

劼

4 6 7 7 6 4 4 6 7 8 6 4

答 えは志

(2) 重 さが 28 g 以上 30 g 未満 の 相対度数 は

号5 = 0
.

2

よって 相対度数 0 . 2 を 母集団 の 400 にかける

ことでおよそ 80 個 であると推定 した 。

問 2

表近 より

btc = 17

( 合計 が 35 最頻値 が 298 なので 、

288 ～ 30 g の 個数 ( b )はベ
7以上 かつとより 大きい

～( τx )



また 中央値 が 30 g ～ 32 g
.

全体 の 個数 が 35

個 なのでデ ー タを 小 さ順 に 並 べたときの 18番目
の 値 が 30 g ～ 32 g の 階級 にある

。

b t C = 17
,

b > C より

( b
,

C ) = (
9,

8

) ,
(

10 . 7) . (
11 ,

6 )
, ( 12 .

5 )
.

( 13
,
4 )

,
( 14 ,

3
)

.
(

15 ,
2

) .
(

16 .1 )

ここで b ≡ 10 のとき

24 g ～ 26 g : 2

}268 ～ 28 g : 6 18 以上

28 g ～ 30 g : 10 以 エ

より 中 央値 は 288 ～ 30 g の 階級 となる
。

したがて b = 9 ,
c

= 8 m
～ イ

,
オ

問 3

ア : 平均 値 は 箱 ひげ 国中 に × や σ で 表 すが

国 には 記載 がないため 読 み 取 れない

イ :
の

① 第 1 四分位

C 23 29

E 29
劂 1D 27 35

よって 正 しい



ウ : 第 3 四分 位 数 (23 ) に 注目 する
。

各 農園 の 収穫 したいちごは 400個 なので
、

Q 3 は 300 番目 と 301 番目 の 平均 値 である
。

100個
～

100個

～1個彩
邰

箱 ひげ 国 より

C : 34 g 以 上 は 100 個 以 下

D
,
E : 348以 上 は 100 個 よりタ 多 い

ことが 分 かる
。
しかし 。 D は 国 の1 " "に集中 して

ある 可能 性 があるため ,
D と E のどちらがタ多 ッ

かは 箱 ひげ 国 からは 読 み 取 れない 。

工 :

ー

四分位範囲

点違
四 分位 範囲 は D が 一番 大 きいため 誤 り



オ①
O個

Q 2

1
Q 2

1
⑨

C の 30 g以 上 は 上位 100 個 の 中 にある

⇒ 最 大 でも 100 個
～～

D
.

E の 30 g は 第 2 四 分位数 (22 ) 未満 に

ある
。 Q 2 は 200 番 目 の 値 なので D

.

E ともに

30 g 以上 は 200 個以上 ある
～～

したがて 正 しい

以上 より 答 えはオ
～

問題 3

( 1 ) ー
50 5
X

5
. 面積 は\ ノ

5
～

4 ノ ④邰
① ( 5 + 4 + 4 ) × ( 5 + 4 )

= 13 × 9

, = 1 "7emmm



( 2 )
ー
5 × 5

×
5～0ー →

5
→

5
.

:
ー

4
ノー

4 ノ
ーチノー 4, ～49β I O O

P の 周 囲 の 長 さ : 5 = ( 5 t 4 t 4 + 4 + 4 + 4 ){ } × 2
= 5 + 25 )( × 2

= 30 × 2 = 60 cm
～～

P の 面積 : 5 × ( 5 + 4 + 4 t 4 + 4 + 4 )

= 5 × 25 = 125 m～

Q の 周 囲 の 長 さ : ( 5 + 4 ) ← [ 5 + 4 + 4 )人 } × 2

= ( 9 + 13 ) × 2

= 22 × 2 = 44 cm
～

Q の 面積 : ( 1 ) より 117cmmm

よて 、 周 囲 の 長 さは P の 方 が 長 く 面積 も P

の 方 が 大 きい ⇒ ( ア )
～

a枚

問
-

- ×ー *…
…;～

歩



より 面積 は

( 5 + 4 + 4 ) × 5 t 4 ta -{ } = 377

13 × ( 5 t 4 a - 4 ) = 3 77

13 × ( 4 a t 1 ) = 377

4 at 1 = 29 2 両辺 を 13 で 割 る

4 a = 28
a = 7
mm

問 3

縦: 5 t 4 ( b- 1 ) = 4 bt 1 cm

横 : 5 + 4 ( b 1 ) = 4 bt 1 cm

よって 面積 は

( 4 b + 1
)

≤ 3600
2V

≤√≤ 品4 b t 1 ≡ 60

4 b ≤ 59

b ≤ 459 - 14
.

75

b は 自然数 なので
b

= 14 ～
m



問題 4
問 1

点 A は
Y = Ʃ x "のグラっ 上 にあり x ==2

なので

y = 上 × ( - 2 )
2

= 上 × 4

=2

問 2

点 B は Y = ま
x のグラフェにあり x = 4 なので

Y = 王 × 43

= I × 16

= 8

よて , A ( - 2 ,

2 ) . B (
4

, 8 ) であ
Λ Y

⑩
B ( 4 .

8 ) A → B において
人

x の 増加量:

4 - ( - . 2 )

6 = 6

A

( - 2 , 2 )
〉

Y の 増加量 : 8 - 2

6
= 6

> x



に欠関数 では 傾 き = 変化 の 割合 なので

傾 き = 変化 の 割合 =Yの増加量
= 浩 = 1

よ
。 て 、

求

める直線 の 式 は Y = x t b とおく : とが

できこれが A ( - 2 . 2 )
を

通 るので
2 = - 2 t b ⇒ b = 4

よ , て y = x

+ 4mmm

問 3

O OAB
= 土 × 4 × 2 - 王 × 4 × 4

= 4 t 8

( 0, 4 ) ( 4 , 8 ) 2
↳

(2 ,2 )



問 4
( い )

点 P は Y = 1 x のグラフ
上 にあり

x

= t なので tょ t )
山

y = 土 t 2

よって P ( t . 上 t) ( tt+ 4 )e 点 Q は直線 AB のグラフ

V
4

上にある。 直線 AB の 式 は
問 2 より Y = xt 4 である

。

点 Q の x 座標 は 七 なので

y = t + 4
.

ょ 。
て Q ( tt + 4 )

よって PQ の 長 さは

It - 《 + 4 ) = It - t - 4
～～

(2 ) ( ) より PQ = It t . 4 .
QR = t + 4 なので

It - t - 4 : t + 4 = 7 : 2

t 2 t - 8 = 7 tt 28 ⇒ t - 9 t - 36 = 0

(t - 3) ( t - 12) = 0
.

t 7 4 より t = 12
～m



問題 5

問 1

DABCD は 平行四辺形
ー ワ～

么
ー

1 なので

5 AB = CD = 5 cm

OCD E で 三平方 の 定理 より

CE =√ 5-
, √259 =o

= 4 cm

AE = AD - DE

= 10 - 3

= 7 cm

よ。 て
、

□ ACE の 面積 はは

ょ x 7 × 4 = 14 cm～
～

問 2

し )

ー 7 ー
X ☆

☆

ー
0
←



L AHE と O CH B におて

□ A BCD は 平行 四辺形 なので AEIBC
.

よって 錯角 が 等 しから
∠ HAE = ∠ HCB 一 の①

∠ HEA = ∠ HB C ー②

①
.
② より 2組 の 角 がそれぞれ 等 しから
DAHEC ∞ L CHB

対応 する 辺 の 比 は 等 しので
AH - HC =

AEB
π

(2 )

1
5

*～
5 ー

□ ABCD は 平行 四 辺形 なので ADIFC

よて 錯角 が 等 しから
∠ ADF =∠ DFC ー の ①

またタ 定 より

∠ ADF =∠ CD F 一 ②



①
.

② より

∠ DFC = CD F 一 ③
O CD F において ③ より 底角 が 等 しので
=等辺 三角 形 である 。 よて

CD = CF = 5 cm

～ 1
. 5
①
メ

運
5 √

OAGD と OCGF において AD / CF なので 、

錯角 が 等 しから
∠ GAD = ∠ G C F ー④
L CDAGFC ー⑤

④
.
⑤ より 2組 の 角 がそれぞれ 等 しいので
LAGD OCGF∞

対応 する 辺 の 比 は 等 しから
AG : CG = AD : CF

= 10 : 5

1= 2 ～
～



.

. . Y4 .
5 cm ー

⑦

ゝ
7
のヘ

工 . J√
5

のように IJ をとる 。

L C GJ C O C A I において

∠ CGJ = L CAI = 90 ー ⑥

∠ G CJ = LA CI (共通 ) ー ⑪

⑥
.

⑪ より 2組 の 角 がそれぞれ 等 しので
O CGJ OCAIS

対応 する 辺 の 比 は 等 しいので

CG : CA = GJ :AI
～ m

① の ①+② 4

よって

1 : 3 = GJ : 4 ⇒ GJ = ⑪ cm

よ , て □ CG F の 面積 は

ょ × 5 ×⑪=③



( 3 )

ー～
。② コ

\.

() 。 ( 2 ) より A C 上 の 比 は 上 の 国 の 通
り

← a .ia
1 ⇒ 1 1 l

20～の/ ーョー
い7 と 3 の 最 小 公倍数 は 51 なので

ロの 比 → 3 倍
O の 比 → 17 倍

すれば 比 がそろう 。よて
AH : HC = 日 : ⑩ 2 × 3

= 21 : 30

AG : GC =③ : ① 2 × 17

= 34 : 17

p a cルーΛ
-

1.
1 l ⇒ HG = 34 - 21 = 13234 /Λ 、 7
/

以上 より

AH : HG : GC = 21 : 13 : 17
～



参考 (連比 の 考 え方 )
A : B = 5 : 6

.

B : c = 4 : 9 のとき
A : B : C を 簡 な 比 で 表 すと単

A

7
; C

ー の
①

4 : 9～ ②

↳ B の 比 をそろえる

6
,

4 の 最 小公倍数 は 12 なので

① × 2
.
②× 3

をすると 比 がそろう

A : B : C

10回 ー①× 2

12: ～②× 3

よって
,

A : B : C = 10 12 : 27:


